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Ｖ８５０Ｅ／ＭＳ１の使用制限事項一覧 
１） 製品バージョン 

・ μＰＤ７０３１００  ：Ｋ、Ｅ規格 
・ μＰＤ７０３１００Ａ ：Ｋ規格 
・ μＰＤ７０３１０１  ：Ｋ、Ｅ規格 
・ μＰＤ７０３１０１Ａ ：Ｋ規格 
・ μＰＤ７０３１０２  ：Ｋ、Ｅ規格 
・ μＰＤ７０３１０２Ａ ：Ｋ規格 
・ μＰＤ７０Ｆ３１０２ ：Ｋ、Ｐ、Ｍ規格 
・ μＰＤ７０Ｆ３１０２Ａ：Ｋ、Ｐ、Ｍ規格 
※：規格区分は、ロット番号の左から５桁目のアルファベットです。 

 
２） 製品履歴 
・ μＰＤ７０３１００、μＰＤ７０３１０１、μＰＤ７０３１０２ 

規格 
No. 不具合事項 

Ｋ Ｅ 
１ ＤＭＡＡＫ信号の不正出力不具合 × ○ 
２ ｓｌｄ命令連続実行時の制限事項 △ △ 
３ ｓｓｔ命令直後のｂｃｏｎｄ命令実行時の制限事項 △ △ 
４ Ａ／Ｄコンバータに関する不具合 △ △ 
５ ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する不具合 △ △ 
６ 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する不具合 △ △ 

７ 
内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送と、内蔵ＲＡＭでの命令実行
の競合に関する不具合 

△ △ 

８ IDLE/ソフトウエア STOP モード解除時の不具合 ○ ○ 
９ EDO DRAM とリフレッシュ競合による DMAAK 不正出力の制限事項 △ △ 
10 callt 命令に関する制限事項 △ △ 
○：該当しない、△：今後とも制限事項、×：該当する 

 
・ μＰＤ７０３１００Ａ、μＰＤ７０３１０１Ａ、μＰＤ７０３１０２Ａ 

規格 
No. 不具合事項 

Ｋ 
１ ＤＭＡＡＫ信号の不正出力不具合 ○ 
２ ｓｌｄ命令連続実行時の制限事項 △ 
３ ｓｓｔ命令直後のｂｃｏｎｄ命令実行時の制限事項 △ 
４ Ａ／Ｄコンバータに関する不具合 △ 
５ ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する不具合 △ 
６ 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する不具合 △ 

７ 
内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送と、内蔵ＲＡＭでの命令実行
の競合に関する不具合 

△ 

８ IDLE/ソフトウエア STOP モード解除時の不具合 ○ 
９ EDO DRAM とリフレッシュ競合による DMAAK 不正出力の制限事項 △ 
10 callt 命令に関する制限事項 △ 
○：該当しない、△：今後とも制限事項、×：該当する 
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・ μＰＤ７０Ｆ３１０２ 

規格 
No. 不具合事項 

Ｋ、Ｐ、Ｍ 
１ ＤＭＡＡＫ信号の不正出力不具合 ○ 
２ ｓｌｄ命令連続実行時の制限事項 △ 
３ ｓｓｔ命令直後のｂｃｏｎｄ命令実行時の制限事項 △ 
４ Ａ／Ｄコンバータに関する不具合 △ 
５ ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する不具合 △ 
６ 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する不具合 △ 

７ 
内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送と、内蔵ＲＡＭでの命令実行
の競合に関する不具合 

△ 

８ IDLE/ソフトウエア STOP モード解除時の不具合 △ 
９ EDO DRAM とリフレッシュ競合による DMAAK 不正出力の制限事項 △ 
10 callt 命令に関する制限事項 △ 
○：該当しない、△：今後とも制限事項、×：該当する 
 

・ μＰＤ７０Ｆ３１０２Ａ 
規格 

No. 不具合事項 
Ｋ、Ｐ、Ｍ 

１ ＤＭＡＡＫ信号の不正出力不具合 ○ 
２ ｓｌｄ命令連続実行時の制限事項 △ 
３ ｓｓｔ命令直後のｂｃｏｎｄ命令実行時の制限事項 △ 
４ Ａ／Ｄコンバータに関する不具合 △ 
５ ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する不具合 △ 
６ 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する不具合 △ 

７ 
内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送と、内蔵ＲＡＭでの命令実行
の競合に関する不具合 

△ 

８ IDLE/ソフトウエア STOP モード解除時の不具合 △ 
９ EDO DRAM とリフレッシュ競合による DMAAK 不正出力の制限事項 △ 
10 callt 命令に関する制限事項 △ 
○：該当しない、△：今後とも制限事項、×：該当する 
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３） 使用制限事項の詳細 
 
No.1 ＤＭＡＡＫ信号の不正出力不具合 
【内 容】 
以下の条件（Ａ）のサイクルに続いて、以下の条件（Ｂ）のサイクルが動作する際、内部的にリフレッ
シュ要求、あるいは外部バス・ホールド要求が発生した場合、直前に入るアイドル・サイクル（１クロッ
ク期間）中に、動作しようとしているＤＭＡに対応するＤＭＡＡＫ

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

信号が不正に出力（図２）されます。
但し、リフレッシュ要求または外部バス・ホールド要求は、条件（Ｂ）のＤＭＡサイクルより優先されて
受け付けられるため、条件（Ａ）のサイクルの後に挿入されるアイドル・サイクルの次のサイクルは、リ
フレッシュ・サイクル、もしくは外部バス・ホールド・サイクルになります。また、不正に出力された
ＤＭＡＡＫ
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

信号のアクティブ期間中に、ＤＭＡサイクルは発生しません（ＤＭＡ転送は行われません）。 
 
 条件（Ａ） 
・ソフトウエアによるアイドル・ステート挿入が設定された外部メモリ空間に対するリード・サイクル（命
令フェッチを含む） 
・ソフトウエアによるアイドル・ステート挿入が設定された外部メモリ→外部Ｉ／Ｏのフライバイ転送モー
ドのＤＭＡサイクル 
 条件（Ｂ） 
・外部Ｉ／Ｏ→外部メモリのフライバイ転送モードのＤＭＡサイクル 
・内蔵周辺Ｉ／Ｏ→外部メモリの２サイクル転送モードのＤＭＡサイクル 
・内蔵ＲＡＭ→外部メモリ（メモリマップトＩ／Ｏを含む）への２サイクル転送モードのＤＭＡサイクル 
 
【非該当条件】 
ＤＭＡ機能を使用しない場合、あるいはＤＭＡ機能を使用している場合でも、以下のいずれかの条件が
成り立つ場合は、該当しません。 
・ソフトウエアによるアイドル・ステートを挿入していない。 
・内蔵のリフレッシュ機能および外部バス・ホールド機能を使用していない。 
※本不具合は、ＤＭＡＲＱ

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

信号とＤＭＡＡＫ
_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿

信号によるハンドシェークを行っており、外部Ｉ／Ｏ側で、
ＤＭＡ転送回数をカウントしているようなアプリケーションにおいて問題になるものと考えられます。 
 

ＣＬＫＯＵＴ

　　ＤＭＡＡＫ

Ｔ２

　   ＴＩ

アイドル
サイクル

←　リフレッシュ、またはバス・ホールド要求の競合
　　 により、不正に出力されたＤＭＡＡＫ信号

リフレッシュ・サイクル、またはバス・ホールド状態

図２

アイドル・ステート挿入が設定された
外部メモリに対するリード・サイクル
（命令フェッチを含む）
アイドル・ステート挿入が設定された
外部メモリから外部Ｉ／Ｏへのフライ
バイ転送モードによるＤＭＡ

外部Ｉ／Ｏから外部メモリへのフライ
バイ転送モードによるＤＭＡサイクル

内蔵ＲＡＭから外部メモリまたは外部
Ｉ／Ｏへの２サイクル転送モードによ
るＤＭＡサイクル
内蔵Ｉ／Ｏから外部メモリへの２サイ
クル転送モードによるＤＭＡサイクル

ここでＣＰＵの内部的にリフレッシュ要求、またはバス・ホールド
要求が発生した場合、下図２のような現象が発生します。

（現在のバスサイクル） （次のバスサイクル）

図１
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【回避策】 

以下のいずれかの方法により回避可能です。 
・ソフトウエアによるアイドル・ステートを挿入しない。 
・内蔵のリフレッシュ機能および外部バス・ホールド機能を使用しない。 
・本現象による不正なＤＭＡＡＫ出力が応用システムで問題となり、かつ、フライバイ転送モードにおい
て、当該ＤＭＡチャネルを外部Ｉ／Ｏ→外部メモリで固定的に使用する場合、外部回路によるＤＭＡＡ
Ｋ出力とＩＯＲＤ出力とのＡＮＤ信号をＤＭＡＡＫ出力の代わりに使用する（外部ＤＭＡ要求に対する
ハンドシェークのための用途を想定）。 
・発生条件と異なるモードの組み合わせでＤＭＡを使用する。 
 
No.2 ｓｌｄ命令連続実行時の制限事項 
【内 容】 
外部メモリ空間からリードを行うｓｌｄ命令に対して割り込み処理（ＮＭＩを含む）が発生すると、
ロードされるべきデータがレジスタに転送されない場合があります。 

 
（異常動作内容詳細） 
高速化のために設けられた、ｓｌｄ専用のアドレス計算資源が空いている場合、ｓｌｄ命令はＩＤス

テージでアドレス計算を済ませ、ＥＸステージを省略してＩＤステージ後直ちにＭＥＭステージとなり
バスサイクルを発行します。ｓｌｄ命令の対象が外部メモリの場合、ＩＤステージ(a)で割り込み（ＮＭ
Ｉを含む）を受けた場合にバスサイクル発行をキャンセルできないため、ＭＥＭステージ（リード・サ
イクル）を空読みサイクルとして発行した後にＷＢステージを実行しない事により命令処理をキャンセ
ルする設計としています。 
しかし、命令(2)の処理をキャンセルする際に命令(1)のＷＢステージが遅れた場合(b)、命令(1)のＭＥＭ

ステージのラッチデータを命令(2)の空読みしたＭＥＭステージのデータで上書きしてしまうことがあり、
不具合が発生します。 

 

(1) ld / sld disp[Rn],Rx
          ： 

ID IF 

IF ID (a)

MEM 

MEM(c) 

外部バスサイクル (1) データ・リード 

（任意の命令列） 
          ： 
(2) sld disp[ep],Ry 

EX 

(2) データ・リード 

(b)

(d) 

Rn,Rx,Ry:任意のレジスタ 

図 3. sld不具合の発生メカニズム 

割り込み

WB(e) 

命令キャンセル

 
ｓｌｄ不具合の発生メカニズムは次の通りです。 
（ａ）命令(2)のＩＤステージ(a)で割り込み（ＮＭＩを含む）を受けます。 

   ↓ 
（ｂ）先行する命令(1)がＭＥＭステージの後、ＷＢ資源へのアクセス待ち合わせなどによりＷＢステ

ージが遅れます(b)。 
   ↓ 

（ｃ）ｓｌｄ命令(2)の対象が外部メモリの場合、バスサイクル発行をキャンセル出来ないため、命令
(2)のＭＥＭステージ(c)を空読みサイクルとして発行します。 

   ↓ 
（ｄ）命令(2)のＷＢステージを実行しないことにより命令処理をキャンセルする際、命令(1)のＭＥ

Ｍステージでラッチされたデータに、命令(2)で空読みしたデータを上書き(d)してしまいます。 
   ↓ 

（ｅ）命令(2)で上書きされたラッチデータを命令(1)のＷＢステージ(e)で使用することにより、Ｒｘ
レジスタに誤書き込みが発生します。 
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【非該当条件】 
本不具合は、以下のどちらかの場合には非該当です。 
(1)ｓｌｄ命令のロード対象が内蔵メモリ（内蔵ＲＡＭを含む）の場合 
(2)ｓｌｄ命令の前後で割り込みが禁止されている、かつＮＭＩを使用していない場合 
 

【回避策】 
不具合回避策について以下に示します。 

＜アセンブラについて＞ 
ｓｌｄ命令をｌｄ命令に全て変更する。 

 
＜ＮＥＣコンパイラについて＞ 
ｔｉｄａｔａセクションへの割り当てを指定しているデータをセクションへ割り当てない。または、
ｔｉｄａｔａセクションからｓｉｄａｔａセクション等へ割り当てを変更する。（これらにより、ｓｌ
ｄ命令を使用しないコードを生成） 

 
＜ＧＨＳコンパイラについて＞ 
以下の２つの対策を行うことにより、ｓｌｄ命令の連続実行を行わないため、本不具合を回避するこ
とができます。 
（１）コンパイル時に「－Ｚ１４１２」オプションを指定する。 
（「－ＯＳ」オプションを使う場合は、「－Ｚ１４１２」と「－ｉｎｌｉｎｅ＿ｐｒｏｌｏｇｕｅ」
オプションを使用してください。） 

（２）ＴＤＡ（タイニ・データ領域）機能の pragma を使用しない。 
（ＴＤＡ領域を使用している場合は、ＴＤＡ領域の定義を無効にする「－ｎｏｔｄａ」オプショ
ンをコンパイル時に指定するか、ＴＤＡ領域の定義をソースコード上から全て削除してくださ
い。） 

 
＜ＯＳ（RX850,RX850PRO）について＞ 
以下のどちらか一つに該当している場合には非該当です。 
・スタック領域を内蔵ＲＡＭ領域のみに設定している。 
・ＮＭＩ割り込みを使用していない。 
上記２つのどちらにも当てはまらない場合には、弊社営業までご相談ください。 

 
＜ミドルウエア（MH,MR,MMR,JBIG,JPEG、US ファイル、CF ドライバ）について＞ 
本不具合は該当しません。（非該当） 
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No.3 ｓｓｔ命令直後のｂｃｏｎｄ命令実行時の制限事項 
【内 容】 
以下のようにsst/st命令（①）のアクセス対象が外部メモリであり、なおかつ以降にsst命令（②）と
bcond命令（③）が連続した場合、以下のいずれかの現象が発生します。 
 

・bcond命令で分岐した直後の命令コード１ワード（３２ビット）が実行されず（スキップされる）かつ
プログラム・カウンタがずれる。 
・bcond命令で分岐した直後の命令コード４８ビットのうち、いずれかの１６ビットが０に化ける。 

 
このため、以降のプログラムが正常に動作しない可能性があります。以下に本異常動作例を示します。
なお、本異常動作は、内蔵メモリ（ＲＡＭを含む）からの命令フェッチ、及び外部メモリからの命令フ
ェッチのいずれにおいても発生します。 
 

① sst／st 命令（外部メモリに対するアクセス） 
： sst／st 命令以外の任意の命令列（０個以上） 

② sst 命令 
③ bcond（bc,be,bge,bgt,bh,bl,ble,blt,bn,bnc,bne,bnh,bnl,bnv,bnz,bp,br,bsa,bv,bz）
命令 

 
 ・分岐先命令の異常動作例 
     （１）命令コード４８ビットのうち１６ビットが０に化ける場合 

正常な場合              異常動作の場合  
ＰＣ値 実行される命令フロー ＰＣ値  実行される命令フロー 
0000002A  sst.b  r0, 0x0[ep]  0000002A  sst.b  r0, 0x0[ep] 
0000002C  br 0x40   0000002C  br 0x40 
00000040  movhi 0x1010, r0, r6 00000040  movhi  0x0, r0, r6 
命令コード（40361010）    →  命令コード（40360000） 
00000044  movea 0x1010, r0, r6 00000044  movea 0x1010, r0, r6   

 
   （２）命令コード１ワード（３２ビット）が実行されない（スキップされる）、かつプログラム・カウ

ンタがずれる場合 
正常な場合             異常動作の場合 
ＰＣ値 実行される命令フロー   ＰＣ値  実行される命令フロー 
0000002A  sst.b  r0, 0x0[ep] 0000002A  sst.b  r0, 0x0[ep] 
0000002C  br 0x4e   0000002C  br 0x4e 
0000004E  movhi  0x1010, r0, r6 （movhi  0x1010, r0, r6 命令が実行されない）    
00000052  movea 0x1010, r0, r6 0000004E  movea 0x1010, r0, r6 

 (PC 値がずれる) 
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本異常動作は、下記の様なパイプラインの状況において引き起こされます。 
Ｖ８５０Ｅ/ＭＳ１のＣＰＵは、メモリへのライトデータを一時的に蓄える２段のストアバッファ
を持っており（図５）、外部バス・アクセスを行っている状態でさらに sst/st 命令を実行しても２
段のストアバッファに空きがある限りバスサイクルの完了を待たずに後続の命令を続けて実行しま
す。このバッファに空きが無くなると、sst/st 命令はＩＤステージでバッファが空くまで待ちます
（図 4-1(a)）。 
sst命令とbcond命令は同時発行されるため、ストアバッファを待っているsst命令の直後にbcond
命令があればこの bcond 命令も一緒に待ち合わせを行わなければなりませんが、特定の条件下(※)
で bcond 命令が待ち合わせをせずにＩＤステージに移行してしまいます（図 4-2(b)）。この誤動作に
より分岐先の命令（図のターゲットの命令）フェッチ動作が異常となり、正常に動作しなくなりま
す。 
(※) sst命令とbcond命令の連続でも命令フェッチのバスサイクルとデータ・アクセスのバスサイク
ルの発行順序により不具合が発生しない場合もあります。 

 
 図 4-1 本来の動作例   

 

2 ：誤動作の原因となった 
ストアバッファFull状態 

データストア データストア データストア 
2 

WB DF EX 

WB 

WB 

WB 

ストアバッファ使用数 

st.w 

st.w 

sst.w 

br 

ターゲット 

EX ID MEM 

0 1 1 2 1 1 0 0 

ID IF MEM EX 

IF I.L(a)

I.L 

ID 

ID 

EX MEM 

IF ID EX DF WB 

外部バスサイクル 

 
 図 4-2 不具合発生時   

データストア データストア データストア 
2 

WB DF EX 

WB 

WB 

WB 

ストアバッファ使用数 

st.w 

st.w 

sst.w 

br 

ターゲット 

EX ID MEM 

0 1 1 2 1 1 0 0 

ID IF MEM EX 

IF I.L ID 

ID 

EX MEM 

IF ID EX DF WB 

外部バスサイクル 

IF(b)

 
ＩＦ：命令フェッチ 
ＩＤ：命令デコード 
ＥＸ：デコードした命令の実行 
ＭＥＭ：実行対象メモリへのアクセス 
ＷＢ：実行した結果のレジスタ書き込み 
Ｉ．Ｌ：ハザードの発生により自動的に 

挿入されるアイドル・ステート。 
 
 

 
 
 
 
 
 

ＣＰＵ 

ＢＩＵ 

外部メモリ 外部メモリ 外部メモリ 

ストアバッファ(2 段) 

図５ ストアバッファとロードバッファの概念
図
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【回避策】 
ソフトウエアで、以下のいずれかの方法により回避可能です。 
・bcond 命令の直前の sst 命令を st 命令に置き換える。 
・bcond 命令と直前の sst 命令の間に、nop 命令を挿入する。 

 
＜ＮＥＣコンパイラについて＞ 
２００１年１１月中旬に対応版をリリース予定(V2.41)です。 対応版では回避オプションの指定によ
り、本不具合を回避することができます。 

コンパイル時に以下のオプションを指定 
（１）ｃａ８５０の回避オプション 
 －Ｗａ，－ｐ 

（２）ａｓ８５０の回避オプション 
 －ｐ 

 
※本日程については予告無く変更する場合がございますので、対応版のリリース日程については、  
別途、弊社営業までお問い合わせください。 

 
＜ＧＨＳコンパイラについて＞ 
以下の２つの対策を行うことにより、ｓｓｔ命令が出力されないため、本不具合を回避することがで
きます。 
（１）コンパイル時に「－Ｚ１４１２」オプションを指定する。 
（「－ＯＳ」オプションを使う場合は、「－Ｚ１４１２」と「－ｉｎｌｉｎｅ＿ｐｒｏｌｏｇｕｅ」    
オプションを使用してください。） 

（２）ＴＤＡ（タイニ・データ領域）機能の pragma を使用しない。 
（ＴＤＡ領域を使用している場合は、ＴＤＡ領域の定義を無効にする「－ｎｏｔｄａ」オプショ
ンをコンパイル時に指定するか、ＴＤＡ領域の定義をソースコード上から全て削除してくださ
い。） 

 
※ＧＨＳコンパイラでの回避方法は「Ｎｏ２．ｓｌｄ命令連続実行時の制限事項」の不具合回避方
法と同一です。 

 
＜ＯＳ（RX850,RX850PRO）について＞ 
本不具合は該当しません。（非該当） 

 
＜ミドルウエア（MH,MR,MMR,JBIG,JPEG、US ファイル、CF ドライバ）について＞ 
本不具合は該当しません。（非該当） 
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 No.4 Ａ／Ｄコンバータに関する不具合 
【内 容】 
本不具合は、Ａ／Ｄコンバータのタイマ１トリガ・モード、および外部トリガ・モード時に発生しま
す（Ａ／Ｄトリガ・モード、またはタイマ４トリガ・モードを使用されている場合は非該当です。）。 
タイマ１トリガ・モードによるＡ／Ｄコンバータの起動要因は、ＩＮＴＣＣ１１０のみ、また外部ト

リガ・モード時の起動要因は、ＡＤＴＲＧ端子入力のみであり、以下に示す割り込み要因は無視される
べきですが、Ａ／Ｄ変換終了の直前（図６①部分[内部システムクロック ２クロック分]）に、起動要因
でない以下の割り込み要因が発生すると、Ａ／Ｄ変換の起動要因と誤認し、Ａ／Ｄ変換終了割り込み（Ｉ
ＮＴＡＤ）後、再度Ａ／Ｄ変換動作を開始します。最初のＡ／Ｄ変換は正常に終了し、Ａ／Ｄ変換結果
はＡＤＣＲｎレジスタに格納されます（再変換中は読み出し可能です。）。 
再起動したＡ／Ｄ変換は、正常に変換動作を行い、Ａ／Ｄ変換終了割り込み（ＩＮＴＡＤ）を発生し

終了します。Ａ／Ｄ変換結果はＡＤＣＲｎレジスタに上書きされます。 
 
【Ａ／Ｄの変換を引き起こす原因となり得る割り込み要因】 

ＩＮＴＣＣ１１１ 
ＩＮＴＣＣ１１２ 

タイマ一致割り込み 

ＩＮＴＣＣ１１３ 
ＩＮＴＰ１１１ 
ＩＮＴＰ１１２ 

外部端子割り込み※ 

ＩＮＴＰ１１３ 
※タイマ１（チャネル１）の外部キャプチャ・トリガ入力と兼用になっている外部割込み信号も同様に、
再変換動作の要因となります。外部割込み入力の場合は、ノイズ除去（デジタル・ノイズ除去(2 × fxx 
～ 3 × fxx ns)）回路により、実際には、下図（Ａ）のタイミングより前に、有効エッジが入力さ
れた場合に、本現象が発生致します。 

 
図６．不具合発生タイミング例 

INTCC110 

INTCC111 

ADCLK 
(fxx/2)

INTAD 

変換終了割り込み

（Ａ） 

fxx：内部システムクロック 

A／D変換 A／D変換(再変換) 

① 

 
 

【非該当条件】 
Ａ／Ｄトリガ・モード、またはタイマ４トリガ・モードを使用されている場合は非該当です。タイマ
１トリガ・モード、または外部トリガ・モード時の非該当条件を以下に示します。 
タイマ１（チャネル１）のコンペア一致割り込み（ＩＮＴＣＣ１１１／１１２／１１３）がＡ／Ｄ変

換中に発生せず、かつ外部割込み信号（ＩＮＴＰ１１１／１１２／１１３）がＡ／Ｄ変換中に入力され
なければ、不具合は発生致しません。 

 
【回避策】 
不具合に該当し再変換が発生した場合でも、変換結果は正常な値を示しますので、最新の変換値を取
得するような使用方法においては、影響は少ないと思われます。ただし、再変換動作が不都合となる場
合には、Ａ／Ｄトリガ・モードを使用し、タイマ一致割り込み、または外部端子割り込みの割り込み処
理ルーチン内でＡＤＭ０レジスタのＣＥビットを１に設定することによりＡ／Ｄ変換を開始してくださ
い。 
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No.5 ＮＭＩによるＤＭＡ強制中断に関する不具合 
【内 容】 
上記製品はＤＭＡ転送中のＮＭＩ入力により、ＤＭＡ転送を強制的に中断します。このときＤＭＡコ

ントローラは、すべてのチャネルのＥｎｎビット（ＤＣＨＣｎレジスタのビット０）の状態をＤＤＩＳ
レジスタに退避した後、Ｅｎｎビットをクリア（０）して、ＤＭＡ転送禁止状態にします。また、ＣＰ
Ｕのパイプライン動作として、ＮＭＩ割り込みを受け付ける際、既にフェッチが完了している命令（最
大１命令）まで実行されます。 
この実行された命令が、Ｅｎｎビットを操作するような命令であった場合、ＮＭＩ処理ルーチン内で

は、中断されているＤＭＡ転送を再開させるために、ＤＤＩＳレジスタの内容をＤＲＳＴレジスタに転
送するため、ＮＭＩ入力直後に実行されたＥｎｎビットの操作が反映されません。 
このため、ＤＭＡ転送を禁止状態、もしくは許可状態にしたにも拘わらず、ＮＭＩで中断されたＤＭ

Ａ転送を期待通りに状態復帰させることができません。 
 
動作例 

メインルーチン 

NMI割り込み発生

NMI処理ルーチンへ遷移 

reti命令

DDISレジスタ値→DRSTレジスタへ転送 ② 

命令 A ①

Enn ビットの状態をハード
ウェア的に DDIS へ退避し
た後 Ennビットをクリア(0)

 
上記命令Ａで、ＤＣＨＣｎレジスタのＥｎｎビットを操作し、ＤＭＡを禁止／許可にした場合、上記

①と②で、各ＤＭＡチャネルの禁止／許可状態に不整合が生じるため、正常に中断されたＤＭＡ転送を
正常に状態復帰できません。 
また、ＤＣＨＣｎレジスタのソフトウエアトリガ（ＳＴＧｎ）ビットをセット（１）している状態に

おいて、命令ＡでＥｎｎビットがセット（１）された場合、ＮＭＩ処理ルーチン内でもＤＭＡ転送が行
われます。 

 
【非該当条件】 
ＮＭＩを使用していなければ、問題ありません。 
また、ＮＭＩにより強制中断されたＤＭＡ転送を継続再開しないシステムであれば、問題となること
はありません。 

 
【回避策】 
ＮＭＩにより強制中断されたＤＭＡ転送は、再度初期化して実行してください。 

 
No.6 内蔵ＲＡＭでのプログラム実行とＤＭＡ転送に関する不具合 
【内 容】 
内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を実行しており、かつ内蔵ＲＡＭ上に配置されたビット操作命令
（SET1,CLR1,NOT1）、もしくは、ミス・アライン・アドレスに対するデータ・アクセス命令を実行した場
合、内部バスの競合動作により、ＣＰＵがデッド・ロックする可能性があります。デッド・ロック中は
リセットのみ受付可能です（ＮＭＩも割り込みも受け付けられません）。 

 
【非該当条件】 

内蔵ＲＡＭ上での命令実行を行っていない、もしくは、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行って
いなければ、非該当です。 

 
【回避策】 
以下のいずれかの方法により、回避をお願い致します。 
－内蔵ＲＡＭ上に配置された命令を実行する場合は、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行わない。 
－内蔵ＲＡＭを対象とするＤＭＡを実行する場合は、内蔵ＲＡＭ上に配置された命令実行を行わない。 
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No.7 内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送と、内蔵ＲＡＭでの命令実行の競合に関する不具合 
【内 容】 
内蔵ＲＡＭ上のプログラム実行において、分岐命令または割り込みによる内蔵ＲＡＭから外部メモリ
への分岐と、内蔵ＲＡＭに対するＤＭＡ転送が競合すると、外部メモリ上にある１～２命令を間違って
フェッチし、誤動作が発生することがあります。 

 
(1) 以下の２つの条件が共に該当する場合、分岐先の外部メモリ上にあるプログラムの先頭１～２命令
を間違ってフェッチする場合があります。 
条件１：内蔵ＲＡＭでプログラムを実行しており、分岐命令（Bcond※１,JR,JARL,JMP,RETI）によ

る外部メモリへの分岐が発生。 
条件２：内蔵ＲＡＭを対象※２とするＤＭＡ転送を実行。 
 

(2) 以下の３つの条件が共に該当する場合、外部メモリ上にある割り込みハンドラの先頭１～２命令を
間違ってフェッチする場合があります。 
条件１：ＲＯＭレス・モード、またはシングルチップ・モード１を使用している。 
条件２：内蔵ＲＡＭ上でプログラムを実行しており、割り込み（ＮＭＩを含む）による割り込み

ハンドラ（外部メモリ）への分岐が発生。 
条件３：内蔵ＲＡＭを対象※２とするＤＭＡ転送を実行。 
 

※１：Bcond命令 
[BGT,BGE,BLT,BLE,BH,BNL,BL,BNH,BE,BNE,BV,BNV,BN,BP,BC,BNC,BZ,BNZ,BR,BSA] 

※２：内蔵ＲＡＭが転送先の場合、または内蔵ＲＡＭが転送元の場合 
 
【非該当条件】 
以下のいずれかの一つでも当てはまる場合は、非該当です。 
（１） 内蔵ＲＡＭでプログラムを実行しない。 
（２） 内蔵ＲＡＭを対象※２としたＤＭＡ転送を行っていない。 
（３） 内蔵ＲＡＭからの分岐先が内蔵メモリ※３であり、かつシングルチップ・モード０を使用して

いる。 
 
※２：内蔵ＲＡＭが転送先の場合、または内蔵ＲＡＭが転送元の場合 
※３：内蔵ＲＯＭまたは内蔵ＲＡＭ 
 

【回避策】 
以下のいずれかの方法により回避することができます。 
Ⅰ．ソフトウエアによる回避策 
（１） シングルチップ・モード０を使用している場合 

内蔵ＲＡＭから外部メモリへの分岐命令の直前に、内蔵ＲＡＭからのダミーリード＋ＮＯＰ
命令を実行し、かつ分岐はワードアラインされた「ＪＭＰ」命令で行ってください。以下に
例を示します。 
（Ａ）JMP 命令で分岐する場合の例 

不具合該当例 回避方法 
内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
 
 
 
 
  jmp [Rx] 
 
外部メモリ上のプログラム 
  任意の命令 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
  .align 4 
  nop 
  ld.b  0xFFFFE000[R0],R0 
  nop 
  jmp [Rx] 
 
外部メモリ上のプログラム 
  任意の命令 

 
 
(*1) 
 
 
 
(*2) 
 
 
 

*1) NOP 命令以降の追加命令を 32 ビットアラインで配置する 
*2) レジスタ Rx は、不具合該当例のレジスタ Rx と同じ 
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（Ｂ）RETI 命令で分岐する場合の例 

不具合該当例 回避方法 
内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
 
 
 
 
  reti 
 
外部メモリ上のプログラム 
  任意の命令 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
  .align 4 
  nop 
  ld.b  0xFFFFE000[R0],R0 
  nop 
  reti 
 
外部メモリ上のプログラム 
  任意の命令 

 
 
(*1) 
 
 
 
 
 
 
 

*1) NOP 命令以降の追加命令を 32 ビットアラインで配置する 
 
（Ｃ）Bcond,JR 命令で分岐する場合の例 

不具合該当例 回避方法 
内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
  br/jr  EXMEM 
 
 
 
 
 
 
 
外部メモリ上のプログラム 
EXMEM: 
  任意の命令 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
  .align 4 
  movhi hi(EXMEM),R0,Ry 
  movea lo(EXMEM),Ry,Ry 
  nop 
  ld.b  0xFFFFE000[R0],R0 
  nop 
  jmp  [Ry] 
 
外部メモリ上のプログラム 
EXMEM: 
  任意の命令 

 
 
(*1) 
(*3) 
(*3) 
 
 
 
(*3) 
 

*1) MOVHI 命令以降の追加命令を 32 ビットアラインで配置する 
*3) レジスタ Ry は未使用の任意のレジスタ 

 
（Ｄ）JARL 命令で分岐する場合の例 

不具合該当例 回避方法 
内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
  jarl  EXMEM,Rz 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外部メモリ上のプログラム 
EXMEM: 
  任意の命令 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内蔵ＲＡＭ上のプログラム 
  任意の命令 
  .align 4 
  movhi hi(EXMEM),R0,Rw 
  movea lo(EXMEM),Rw,Rw 
  jarl  DUMMYLBL,Rz 
DUMMYLBL: 
  add  0x0a,Rz 
  ld.b  0xFFFFE000[R0],R0 
  nop 
  jmp  [Rw] 
 
外部メモリ上のプログラム 
EXMEM: 
  任意の命令 

 
 
(*1) 
(*4) 
(*4) 
(*5)(*6) 
 
(*7) 
 
 
 

*1) MOVHI 命令以降の追加命令を 32 ビットアラインで配置する 
*4) レジスタ Rw は、未使用の任意のレジスタ 
*5) レジスタ Rz は、不具合該当例のレジスタ Rz と同じ 
*6) JARL 命令のディスプレースメントは次の add 命令 
*7) JMP 命令の次の命令に復帰するためのディスプレースメント加算 
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（２） ＲＯＭレス・モード、またはシングルチップ・モード１を使用している場合 

内蔵ＲＡＭ上のプログラム実行中は割り込みを禁止した上で、上記（１）の回避策を行っ
てください。ＮＭＩを使用している場合は、Ⅱの回避策を実施願います。 
 

Ⅱ．不具合回避策Ｉが適用できない場合 
  以下のいずれかの方法により回避してください。 

（１）内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行う場合は、内蔵ＲＡＭでのプログラム実行を行わな
い。 

（２） 内蔵ＲＡＭでプログラム実行を行う場合は、内蔵ＲＡＭを対象としたＤＭＡ転送を行わない。 
 
No.8  IDLE/ソフトウエア STOP モード解除時の不具合 
【内 容】 
IDLE モード、またはソフトウエア STOP モードを NMI 入力により解除する際、各モードを解除した直
後に実行される命令コードを正常にフェッチすることができず、プログラムが暴走することがあります。 

 
【該当条件】 
以下の４つの条件がすべて該当する場合、本不具合に該当します。 
条件１：フラッシュＲＯＭ製品（μPD70F3102, μPD70F3102A）を使用。 
条件２：PLLモードを使用(CKSEL端子：ロウ・レベル入力)。 
条件３：シングルチップ・モード０、またはシングルチップ・モード１で動作。 

モード端子状態 
動作モード MODE3 MODE2 MODE1 MODE0 

シングルチップ・モード０ L L H L 
シングルチップ・モード１ L L H H 
 

条件４：IDLEモード、またはソフトウエアSTOPモードの解除要因としてNMIを使用しているか、また
はロウ・レベル（アクティブ・レベル）幅が1ms未満の

________

RESET入力で解除。 
※
________

RESET端子ロウ・レベル幅のスペック規定は、min. 500ns(発振安定時間を除く)であり、スペック
を満たす設計をされていても、本不具合が発生する可能性があります。 

 
マスクＲＯＭ製品、ＲＯＭレス製品、インサーキット・エミュレータは非該当です。 

 
【回避策】 
IDLE モード、またはソフトウエア STOP モードを使用する場合は、

________

RESET端子入力で解除してください。
その際、IDLE モードの解除の場合、

________

RESET信号のアクティブ期間は 1ms 以上確保してください。また、ソフ
トウエア STOP モードを解除する際は、1ms に加え、発振安定時間も

________

RESET信号のアクティブ期間により確保
してください。 
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No.9  EDO DRAM とリフレッシュ競合による DMAAK 不正出力の制限事項 
【内 容】 
EDO DRAM に対するアクセスがオンページ・アクセスの「ＴＢ」ステートで始まる 2サイクル DMA 転送
において、EDO DRAM サイクルの「ＴＢ」ステートと、リフレッシュ要求が競合したとき、

____________

DMAAKm 信号出

力が以下のいずれかの状態になります。（DMA 転送は正常に実施されます） 

 

（１）アイドル・ステート挿入しない場合（BCC.BCn1 ビット，BCn0 ビット = 00） 

リード・サイクル終了と同時に
____________

DMAAKm 信号出力がインアクティブになる。 

（２）アイドル・ステート挿入する場合（BCC.BCn1 ビット，BCn0 ビット = 01） 

リード・サイクルとライト・サイクル間のアイドル・ステートで
____________

DMAAKm 信号出力がインアクティブになり、

ライト・サイクルで再びアクティブになる。 

備考：m=0-3, n=0-7 
 
【該当条件】 
以下の５つの条件をすべて満たす場合、本不具合に該当します。 
条件１：2サイクルDMA転送（外部 → 外部）である。 
条件２：転送元のメモリタイプがEDO DRAMである。 
条件３：EDO DRAMに対してデータ・ウエイトを挿入していない。 

    （DRCp.DAC1pビット, DAC0pビット= 00） 
条件４：EDO DRAMに対してCASプリチャージ・ウエイトを挿入していない。 

（DRCp.CPC1pビット, CPC0pビット= 00） 
条件５：リフレッシュ機能を有効にしている。 

備考：p=0-3 
 
【回避策】 
以下のいずれかの方法により、EDO DRAM アクセス・サイクルが「ＴＢ」ステートから始まらないよう
にしてください。 

 
（１）EDO DRAM に対してデータ・ウエイトを挿入する。 
  （DRCp.DAC1p ビット, DAC0p ビット= 01, 10, 11） 

 
（２）EDO DRAM に対して CAS プリチャージ・ウエイトを挿入する。 
    （DRCp.CPC1p ビット, CPC0p ビット= 01, 10, 11） 

備考：p=0-3 
 
No.10  callt 命令に関する制限事項 
【内 容】 
以下のような命令シーケンスにおいて、ｃａｌｌｔ命令のベース・アドレス（ＣＴＢＰレジスタ値）
が外部メモリ空間に設定されており、かつそのｃａｌｌ命令を実行中に、割り込み処理（ＮＭＩを含む）
が発生すると、先に実行されているロード命令の結果が、ＣＴＢＰの値に書き換わることがあります。 

 
該当命令シーケンス 
（１） ld/sld disp[Rn],Rx   Rn,Rx:任意のレジスタ 
  ：(任意の命令列) 

（２） call imm16  
 
【非該当条件】 
以下のいずれかの条件を満たした場合は非該当です。 
（１）ｃａｌｌｔ命令のベース・ポインタが内蔵メモリ（内蔵ＲＡＭを含む）の場合 
（２）ｃａｌｌｔ命令の前後で割り込みが禁止されている、かつＮＭＩを使用していない場合 
（３）ｃａｌｌｔ命令を使用していない場合 
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【回避策】 
＜ＮＥＣコンパイラについて（CA850 V2.50 以降）＞ 
以下のいずれかの方法により、回避してください。 
・callt 命令を出力しないようにする 
コンパイラ・オプションで、-Xpro_epi_runtime=off を指定してください。 

 
・callt命令のベース・アドレスを内蔵RAMに配置する 
callt命令が参照するテーブルは、次のセクションになります。 
 .pro_epi_runtime 
このセクションを内蔵RAMに配置するには、リンク・ディレクティブ・ファイルで、次の部分を内蔵RAM
に配置してください。 

 
TEXT    : !LOAD ?RX { 
        .pro_epi_runtime = $PROGBITS    ?AX .pro_epi_runtime; <- この部分 
        .text            = $PROGBITS    ?AX .text; 
}; 

 
（例）textが外部メモリに配置されていた場合 

 
（変更前） 
TEXT    : !LOAD ?RX V0x100000{ 
        .pro_epi_runtime = $PROGBITS    ?AX .pro_epi_runtime; <- この部分 
        .text            = $PROGBITS    ?AX .text; 
}; 

 
（変更後） 
PETEXT    : !LOAD ?RX V0x1000{ 
        .pro_epi_runtime = $PROGBITS    ?AX .pro_epi_runtime; 
}; 

 
TEXT    : !LOAD ?RX V0x100000{ 
        .text            = $PROGBITS    ?AX .text; 
}; 

 
 
＜ＯＳ（RX850,RX850PRO, RX850V4）について＞ 
ｃａｌｌｔ命令を使用していないため、本不具合は該当しません。（非該当） 
 

  ＜ＣＡ８５０のライブラリ、ｇｏｆａｓｔについて＞ 
ｃａｌｌｔ命令を使用していないため、本不具合は該当しません。（非該当） 

 
＜RX-NET850(オプション・プロトコルを含む)、RX-FS850（V2.00）について＞ 

   ライブラリについては、callt 命令を使用していません。 
ただし、RX-FS850(CA850 版) に添付しておりますサンプル・ドライバ(SG-MA1 用)は、コンパイラ・   
オプション[プロローグエピローグランタイム]をデフォルト[使用]にしているため、[未使用]に変更
してからリビルドしてください。 
 
＜ＧＨＳコンパイラについて（V3.x 系(V3.5(R6.5.2)以降)、V4.x 系(V4.0.2(R7.0.1)以降)）＞ 
以下のいずれかの方法により、回避してください。 
・callt 命令を出力しないようにする 
コンパイラ・オプションで、-no_callt を指定してください。 



 
ZBG-CC-07-0005  別紙 1- 16 / 16

 
・callt命令のベース・アドレスを内蔵RAMに配置する 
callt命令が参照するテーブルは、次のセクションになります。 
 .text 
また、ｃａｌｌｔ命令のテーブルは、libarch.a内のindarchl.oモジュール中に入っています。 
 
このセクションを内蔵RAMに配置するには、リンク・ディレクティブ・ファイルで、次の部分を内蔵RAM
に配置してください。 

 
MEMORY { 

  <略> 
  iram_memory : ORIGIN = 0x0, LENGTH = 0x1000 
  <略> 
   } 
 

SECTION { 
  <略> 
  .newtext : {libarch.a(indarchl.o(.text))} > iram_memroy 
  <略> 
   } 

 
  ※上記以外の対応につきましては、お手数をお掛けしますが、弊社販売員にご連絡ください。 

 
以 上 


